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   We used prazosin (a-blocker) for preoperative management of three patients with pheochromocy-
toma. All patients had episodic hypertension with headache and palpitation. 
   The first dose of prazosin caused blood pressure to drop in one of three patients, but no significant 
hypotension was observed. By the daily dose of 6-8 mg prazosin with or without propranolol, subjec-
tive symptoms of the patients were improved and the frequency of the hypertensive attack was decreased 
   Operations were carried out without significant complications, but phentramine and nitroprusside 
were required because of rapid rise of blood pressure during induction of anesthesia nd surgical 
manipulation.
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○ 一〇 症 例1(0.5mg投 与):x-× 症 例2(Img
投 与):● 一● 症 例3(0.5mg投 与)
Fig.1.プラ ゾシ ン初 回 投 与 効果
プル シ ッ ド,フ ェ ン トラ ミンに よる 降圧 が 必 要 であ っ
た.腫 瘍 摘 除直 後に 血 圧 低 下 を 認 め た が,輸 ∫n1と'rf-11三
剤 投 与 に て 回 復 した(Fig.3).なお,術 前 過 乗1輸血
はお こな わ ず,術 中 出血 景1,42$gに対 し,10単位 の
輸 血 を お こな った.
症 例2
プラ ゾシ ン 正mgを 投 与 し初 回 投 与 効 果 を み た が,do
圧 低 下 は 認 め ず3時 閻 後に は 血 圧 が 上 昇 した(Fig.
1).ブ ラ ゾ シ ンを6mg/dayま で増I」iしフ ロブ ラ ノ
ー ルuOmg/dayを 併用 す る こ とに よ り,発 作 性 の動
悸 お よび頭 痛 は ほ ぼ 消 失 し発 作 時 の 血 圧 上 昇 を 抑制 す
る 効果 が認 め られ た.し か し,発 作 を 完 全 に 抑 制す る
こ とは で きなか った(Fig.4・).
麻 酔 導 入 の2時 間 半 前 に ブ ラ ゾシ ンlmgを 投与
した が,気 管 内挿 管 時 の血 圧 上 昇 を抑 制 す る こ とは で
きず,一 トロ プル シ ッ ドに よる 降圧 が必 要 で あ った.
1匝瘍 摘 出直 後 の血 圧 低 下 は ノル ア ド レナ リン投 与 のみ
に て 容 易に 回 復 し輸 血 す る必 要 は なか った(Fig.5)・
症 例3
初 回 ブ ラ ゾ シ ン0.5mgを 投 与 し血 圧 の 変動 を みた
が あ き らか な 降圧 効果 は認 め られ な か った(Fig.1).
1∋遮 断 斉ljは併 用 せ ず プ ラ ゾシ ン7.5mg/day投 与・に
よ って,発 作 頻度 が減 少 し発 作 時 の血 圧 上 昇 も抑 制 さ
れ る傾 向 を 示 した.し かL,起 床 時 に 発 作 が 必 発 し,
午 前3時 に プ ラ ゾ シ ン1mgを 投 与 し て も抑 制 す る
こ とは で き な か った(F三g.6).軽度 の起 立 性 低 血 圧
を認 め た が 投 薬 を 中 止す る必 要 は なか った.
麻 酔導 入1時 間 半 前 に プ ラ ゾ シ ン1.5mg投 与 した













































47sYF9:i(IOmg)プ ル シ ッ ド(50μ・1ml》
品 漏 媚 アドレナリン(20μ9!ml》
12345時 間
Fig.3.症例1の 術 中経 過 含:scaleO--t
が,気管内挿管時の血圧上昇を抑制す ることはで き





























































F?g・4・症 例2の 術 前 経 過



























なお,症 例3は プラゾシン単独投与で管理 したが,他
の2例 はβ遮断剤 として プRプ ラノロールを併用し












佐々木 ・ほか:プ ラゾシン・褐色細胞腫 65
Pruosin
{mo/d轟y)11P52






































Fig.6.症例3の 術 前経 過 舎=scaleout
C==コ こ==コロ_卜 ロ プル シ ッ ド(100ug/ml》










改善,発 作回数の減少がみられた.2例 は β遮断剤
を併用 したが1例は単独投与で安全に手術を実施する
ことができた.
3)麻酔導入時の高血圧 発作は抑制する ことがで き
ず,フ ェントラミン,ニ トロプルシッドを使用するこ
とが必要であった.
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